
 

 

 

～いまこそ児童館・いまだから児童館～ 

開 催 要 項 

 

 

【来場による参加】 令和 3 年 2 月 1 日（月）から主催者ウェブサイトで申込み開始 

※宮城県内在住の方で 130 名先着 

【動画による視聴】 下記の主催者ウェブサイトよりアクセスしてください。 

※事前申込は必要ありません。 

 

開催日時：令和 3 年 2 月 14 日（日）13:00～16:30 

開催場所：仙台市戦災復興記念館（宮城県仙台市青葉区大町 2-12-1） 

会   場：2 階記念ホール（270 席のうち 130 名定員） 

主   催：公益財団法人仙台ひと・まち交流財団 

協   力：一般財団法人児童健全育成推進財団 

 

１ テーマ 

私たちは昨年 2 月以降，このコロナ禍において，それぞれの立場から何が出来るのか，自問自答

を繰り返しながら日々の業務にあたってきました。これまでも，それぞれの地域で様々な自然災害など

困難な状況にありながらも，地域における児童福祉施設として，児童館の本来的な役割について考

え，地域の実情に応じて児童館事業を実践してきました。 

そこで，今年のテーマは「いまこそ児童館・いまだから児童館」と題して，“いま求められていること”，

“私たちがいまできること”について考えたいと思います。 

なお，開催にあたっては動画配信を行い，全国の皆様と共に学び・共に考える場といたします。 

 

2 参加対象 

児童館職員／運営団体職員／自治体職員／教職員／子育て支援クラブ・子ども会育成会・民生

児童委員等の地域組織の会員／子育て支援活動団体のメンバー／テーマに興味のある大学生・専

門学校生／保護者／テーマに関心のある方々 

 

◆来場による参加 宮城県内在住の方に限らせていただきます。（先着 130 名定員） 

 

◆動画による視聴 主催者公式 YouTube チャンネルより，どなたでもご覧いただけます。 

主催者ウェブサイト https://www.hm-sendai.jp/jidoukan/よりアクセスしてください。 

  

第 5 回 



３ 内 容 

全国の児童館の動向に精通されているお立場から，これまでも様々な社会的状況の中でその役

割を果たしてきた全国の児童館の取組や児童館を取り巻く課題等について，お話いただきます。 

【講師】 一般財団法人児童健全育成推進財団 業務執行理事 依田 秀任 氏 

※リモートによる講演となります。 

特別講演の講師をアドバイザーに迎え，市内・県内の児童館館長によるパネルトークを行います。 

（パネリスト） 

桜ケ丘マイスクール児童館 館長 太宰 明子／長命ケ丘児童センター 所長 田名網 典子 

名取市那智が丘児童センター 館長 齊藤 寿一郎 氏 

（コーディネーター） 

特定非営利活動法人子育て応援団ゆうわ 理事長 齋藤 勇介 氏 

※宮城県児童館・放課後児童クラブ連絡協議会 会長 

 

４ 当日の日程 

13:00～14:30 90 分 第 1 部 特別講演 

14:45～16:15 90 分 第 2 部 パネルトーク 

16:15～16:30 15 分 エンディング  

 

５ 参加費  無料 

 

６ 来場による参加申込方法 

下記主催者ウェブサイトの児童館フォーラム参加申込専用入力フォームより，お申し込みください。 

 

７ 広報 

（来場による参加） 

仙台市内・宮城県内の全児童館に開催要項を郵送 

（動画による視聴） 

都道府県や政令市・中核市の児童館主管課，各県児連事務局などへ動画視聴のご案内を郵送 

 

８ 会場へのアクセス 

仙台市営地下鉄 東西線：大町西公園駅で下車。東１番出口から徒歩 6 分 

南北線：広瀬通駅で下車。西４番出口から徒歩 12 分 

 

９ ひと☆まち児童館フォーラム in 仙台 事務局 

（公財）仙台ひと・まち交流財団 子ども育成課育成支援係 

〒980-0804 仙台市青葉区大町 2-12-1 

TEL 022-268-5084  FAX 022-225-2791 

Mail kodomo06@hm-sendai.jp 

WEB https://www.hm-sendai.jp/jidoukan/ 

第 1 部 特別講演 いまこそ児童館・いまだから児童館～いま求められていること～ 

第 2 部 パネルトーク いまこそ児童館・いまだから児童館～私たちがいまできること～ 


